
単元の指導計画  数学科 

１ 題材名 

学科名 習熟度別クラス 学年 １年 

題材名 重さ 時数 ３時間 

ねらい 板作りの工程を理解し、適切に報告や相談をして、学習を進めることができる。 

題材の指導目標 知 重さの単位を知り、実際の物の重さについて知ることができる。 

思 重さに関わる文章問題に取り組むことができる。 

学 進んで取り組み、次の学習に生かすことができる。 

評価規準 

(作業内容/学習内容) 

知 重さの単位を知り、実際の物の重さを知ることができた。 

思 重さに関わる文章問題に取り組むことができた。 

学 進んで取り組み、次の学習に生かすことができた。 

 

２ 単元の指導計画 

No  時数・題材名 活動内容・学習内容 指導上の留意点 備考(教材教具など) 

１ 

 

重さについて知

る(本時) 

・重さの単位を知る。 

・デジタルはかりで自分にとって身近なもの

を計測する。 

・単位変換の問題に取り組む。 

・重さの単位や実際

の物の重さを提示す

る。 

・iPad 

・デジタルはか

り 

２ 

 

エレベーターの

積載量について 

・エレベーターの積載量について知る。 

・エレベーターの積載量を実際に何㎏の人が 

何人、エレベーターに入れるかを計算する。 

・エレベーターでの

実際の場面について

確認をする。 

・iPad 

・電卓 

３ 

 

重さと郵送料金

の関係について 

・郵送料金について知る。 

・物の重さと郵送料金の関係について知り、 

郵送料金に関わる文章問題に取り組む。 

 

・郵送料金の表やレ

ターパック等の実物

を示しながら、文章

問題の説明をする。 

・iPad 

・デジタルはか

り 

・レターパック 

 

 

 



数学科 指導略案 

単元名 重さ 

日時 2024年10月23日(水) 

４時間目 

場所 園芸科１年教室 

学習集団 A、B、C、D、E、F、G、H 担当者 坂井 

目標 ・重さについて、物を計測して、理解を深める。 

・重さの単位変換について知り、問題に取り組むことができる。 

項目 学習活動 教材・教具 留意点 

11：45 

 

 

 

 

11:55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12：35 

 

・園芸科１年教室に集合する 

・挨拶(日直) 

・重さの学習を行うことを知る 

・重さの単位について確認する 

 

・自分にとって身近なもの(筆箱、眼鏡

等)の重さを予想し、クラスルームの掲

示板の課題「重さの予想」のコメント

欄に予想を記入する 

・デジタルはかりで、一人ひとりが自

分にとって身近なもの(筆箱、眼鏡等)

を計測する 

・クラスルームの掲示板の課題「重さ

の正解」のコメント欄に実際の結果を

記入し、予想が合っているかどうかを

確認する 

 

・「1000g＝１㎏」、「1000㎏＝１ｔ」 

であることを知る 

・①3300ｇ→？㎏、②5200g→？㎏、 

③0.5㎏→？g、④15000g→？㎏の問題

に取り組む 

・仲間と今日の課題について語り合う 

 

 

・次回、エレベーターの積載量に関す

る文章問題に取り組むことを知る 

・挨拶(日直) 

・ワークシー

ト 

・iPad 

・デジタルは

かり 

 

・板書をしなが

ら、本時の内容を

説明する 

 

 

・クラスルームの

課題の取り組み方

を例示する 

・デジタルはかり

の読み方について

も例示する 

 

 

 

 

 

 

・重さの単位につ

いて整理をしなが

ら、説明する 

 

 

 

 

 

 

 

・板書をしなが

ら、次時の内容を

説明する 

 



学習の記録や評価 

作成：坂井健太朗 

 

・実際にデジタルはかりを利用して、生徒にとって身近なものを計測させてみると、 

自分の重さの予想とのずれを楽しんでいたように感じた。 

 

・重さの問題で、「0.5 ㎏→？ｇ」が難しい生徒がいた。そのため、 

「0.1 ㎏→100ｇ」を提示することで、問題に取り組むことができた。 

 

・授業を受けていた８人全員が集中し、問題を理解して、答えの正解までたどりついていた。

しかし、単元が進み、文章問題が複雑になると、理解が追い付いていない生徒が数名出てい

た。今後も、生活に関わる文章問題の理解を深め、実際の生活場面で計算ができるように、 

教材研究を進め、授業を実践していきたいと考えている。 

 

 



R６ 学習指導案〔略案〕教科等（総合的な探究の時間）制作者（長尾） 

１ 実施日時 

 

 

２ 単元・題材名        

 

３ 学習形態等 

 

４ 本時の目標と評価 

 

５ 本時の展開 

展開 時程 

(時分) 

学習内容・学習活動 

【「わかる」「できる」「いきる」の視点】 
指導・配慮事項 

評価 
教材・教具、その他 

導入 9：50 １ あいさつ 

 

２ 【学習予定】「わかる」 

（１）２年生から個人探究発表 

（２）個人探究発表について交流 

（３）３年生から S-TEAM教育発表に向けてのアドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

・MTの話、２年生

の発表、３年生

からの発表に集

中できるように

姿勢や目線を意

識するよう言葉

掛けをする。 

情報機器 

TV モニター 

教師用タブレ

ット 

PP 

ワークシート 

１１月６日(水) ２校時  指導時数 １時間 ／ 全１８時間 

 SDGｓに関する個人探究発表 

学科・学年・集団 普通科 ２・３年 教場 3 年 HR教室 

支援体制 MT：長尾   ST：・佐々木愛先生・小林文先生 

3 つの柱 
校訓との

関連 
学習目標 評価規準（評価方法等） 

知識及び技能 
探究 

協働 

分かりやすく相手に伝わりやすい発表の仕方について

考え、工夫することができる。 
プリント、PP で確認する。 

思考力、判断
力、表現力等 

探究 

協働 

健全 

相手に伝わりやすい声の大きさで、分かりやすい説明を

したり表現を工夫したりながら発表することができる。 

発表態度、交流の様子などを観察す
る。 

学びに向かう
力、人間性等 

探究 

協働 

健全 

３年生からの助言を聞き、今後の S-TEAM 教育の発

表に生かそうと意欲的に考えて取り組もうとすることが

できる。 

学習に臨む姿勢、態度ができていた
か。（授業時、発表場面時） 

【学習目標】「わかる」 

相手に伝わりやすい声の大きさで、分かりやすい説明をしたり表現を工夫したりながら

発表することができる。 



展開 ９：５５ 【学習活動】「できる」 

３ （１）２年生から個人探究発表 

・司会は富田さん、順番は三浦さん→村川さん→富田さん

の順に発表する。 

・３年生はワークシートに、①～④を記入してもらう。 

①発表を聞いて分かったこと 

②よかったところ、工夫されていたところ 

③改善点 

④感想 

 

【自己評価】「いきる」 

４ （２）個人探究発表について交流 

・３年生から２年生の発表に対して感想をもらう。 

 

５ （３）３年生から S-TEAM教育発表に向けてのアドバイス 

  ・３年生から S-TEAM 教育の発表でどのようなことを昨

年、発表したのかを聞く。 

  ・３年生から発表のスライドの作り方で、ポイントやアドバイ

スを聞く。 

 

 

 

 

 

 

・今回、出してくれ

た意見や助言は

S-TEAM 教育

の発表に生かす

ことを伝える。 

 

 

 

・3 年生の発表に

集中して聞くよう

に促す。 

 

まとめ １０：３５ ６ 次時の確認 

（１）次回は、３年生が記入してくれたワークシートを基に振り

返りをする。 

（２）S-TEAM教育の発表に向けて発表内容を考える。 

 

７ あいさつ 

  

６ 学習の記録（生徒の様子・評価の資料など）・指導の評価、次の授業の改善 

 

 生徒名 記     録 指導の評価 

２

年 

T.N 
一方的に話してしまうことがあったが、授業が終わった後に「先輩の前で発表する

ことに対してとても緊張した」と振り返っていた。 

・Google スライドを使っ

て作成し共有して取り

組むことができたことは

効果的だった。 

・今回のような取組を今

後も継続して続けてい

きたい。 

M.Y 
発表することに苦手意識があるが、先生に援助を依頼して一緒に取り組むことが

できた。声は小さかったところもあったが、自分の言葉で伝えることができた。 

M.K 
落ち着いて取り組むことができた。途中、原稿通りに言うことができなかったところ

はあったが、相手に伝わる声で発表することができた。 

３

年 

I.S 欠席。 次の授業の改善 

K.K W さんの感想の後に続いて三浦さんの発表に対して感想を挙手して言うことがで

きた。「声をもう少し大きい方が良い、クイズ形式になっていて面白かった。」 

・他学年との交流を持つ

機会が少ないため、今

回の授業でお互いに生

徒同士の対話があった

のがとても良かった。 

・ワークシートの内容に触

れる時間が取れなかっ

たので、次時で共有す

る。 

K.S K さんの感想の後に続いて三浦さんの発表に対して感想を挙手して言うことがで

きた。「声をもう少し大きい方が良い、クイズ形式になっていて面白かった。」 

T.S どの発表に対しても楽しそうに聞いて、ワークシートにも適切に記入することができ

た。 

H.K どの発表に対しても楽しそうに聞いて、ワークシートにも適切に記入することができ

た。 

Y.H 発表を聞きながらワークシートを適切に分かったことを聞き取って書くことができ

た。 

W.Y 感想を求められた際に、一番に手を挙げて富田さんの発表に対して感想を言うこ

とができた。「紙芝居風になっていて分かりやすかった。」 

【学習評価】評価場面・方法 

・発表時：①意欲的な態度 

②取り組む姿勢 



個人探究の発表を聴いて 
名前                 

１１月６日（水）２時間目 

 T さん 

個人探究課題 
SDGs 教育特別アニメーション 

進め！僕らのエネルギー物語 

発表を聴いて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の良かったところ 

工夫されていたところ 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 

 

 

 

 

 

 

 

感想 

 

 

 

 

 

 

 

 



個人探究の発表を聴いて 
名前                 

 M さん 

個人探究課題 スターバックスの SDGs の取り組みについて 

発表を聴いて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の良かったところ 

工夫されていたところ 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 

 

 

 

 

 

 

 

感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



個人探究の発表を聴いて 
名前                 

 

 M さん 

個人探究課題 メタンガスの温室効果ガスについて 

発表を聴いて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の良かったところ 

工夫されていたところ 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
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家庭総合科 学習指導案 

令和６年９月６日発行 

指 導 日 時 令和 ６年 ９月 １０日（火） ５～６校時 （13：15～14：55 ） 

授 業 名 50 枚のぞうきんを完成させよう（縫製） 対象生徒 １学年家庭総合科 

単元・題材名 縫製作業・終日作業 指導場所 縫工室 

指 導 者 MT：法邑 ST：山岸 持ち物・服装 筆記用具・ファイル・作業服 

 

単元の目標 
（知識及び技能）安全に留意しながらミシンを利用し、縫製することができる。 

（思考力・判断力・表現力等）製品の完成に向けて必要な注意点に気をつけて作業することができる。わからないことを明確にして質問することができる。 

（学びに向かう力、人間性等）型紙取りから完成まで、関心を持って取り組む事ができる。 

単元指導計画 

（本時 17～18／19） 

時数 主眼および学習活動 教師の手立て、教材教具 

２ オリエンテーション 

２学期の予定・終日作業での目標を明確にする。 

プレゼンテーション資料（別途添付） 

現場実習学習帳 

１３ 
（本時） 

製作・納品 

3 日間で50枚を完成できるよう、見通しを持って作業する。 

仕事分担・内容確認・進捗状況などを、生徒自身で話し合いながら活動で

きるよう促す。 

１ ふりかえり 

現場実習学習帳の終日作業ふりかえりページの記入 

お互いの良いところについてフィードバックを行う 

現場実習学習帳 

本時の目標 （思考力・判断力・表現力等）製品の完成に向け、予定を意識して作業することができる。わからないことを明確にして質問することができる。 

目標達成のために 

配慮・工夫すること 

・現在の進捗状況を可視化して指導を行う。 

・言葉に詰まった生徒には、必要事項を教員が確認して、質問を組み立てられるように配慮を行う。 

 

本時の展開 

 時間、活動項目など 学習活動 ★留意点 ◆教材・教具 ▶備考 

導入 

 

５分 

 

 

 

 

 

１３：１5 

◯整列 

◯始めの挨拶 

◯本時の学習内容

と目標の確認 

・挨拶をして入室 

 手洗い 

 日誌の確認（今週の目標・作業内容を報告する） 

ミシン・裁縫箱の準備（開始時間まで） 

 

・ 日直が始めの挨拶をする。 

・ 本時の学習内容を確認する。 

   目標数と完成数の確認 

   終わりの作業時刻の確認 

・ 日直が作業開始の挨拶をする 

◆日誌・iPad・筆記用具 

 

◆ホワイトボード（座席表・作業内容と担当・

目標・時程を明示する） 

 

◆籠（生徒各自・製作途中の布等保管用） 

◆ミシン・ミシンコード・延長コード（必要な

生徒各自） 

◆裁縫箱・糸くず入れ（作業台毎） 

展開 

 

７5分 

１３：２０ 

 

○製作 

・順次準備して作業に入る。 

 

 ①布に印をつける 

 ②裁断する 

 ③まち針どめをする 

 ④ミシンをかける 

 ⑤アイロンをかける 

 （製品によって、順番は多少前後する。また、③～⑥は、

工程ごとに行うことが多い） 

  

 それぞれの工程毎に、確認・報告を行う 

 

 

質問・報告 

確認や質問・報告の際には「何を」「どうしてほしい」のかを

必ず伝えるようにする。 

例） 

△「できました」 

○「～ができましたので、確認お願いします」 

 

△「失敗しました」 

○「～が失敗してしまったので、どうしたらいいか教えて

ください」 

○「～が失敗してしまったので、一度……（縫い目を外す

等）した方がいいですか？」 

 

相談 

それぞれの工程（③～⑤）での残り枚数を確認し合い、手

が足りない工程を手伝いに行く。 

 

★裁縫箱は自己確認してから、教師に確認を依

頼する。 

★ミシンを使用する時は必ず、「ミシン使いま

す！」と、被服室内全員に聞こえる声で報告す

る。また、その際他の生徒・教員は「はい！」

と返事をする。 

★ミシンの電源を入れる時間は最小限にする

（縫っている時以外は基本オフ） 

※糸かけの際にスイッチを入れて行う生徒も

いる。 

 

★ミシン使用時には必ず試し縫いを行い、教員

に確認を依頼する。 

 

【質問・報告】 

★「何を」「どうしてほしいのか」を伝えられて

いるか。 

 言葉に詰まってしまった時は、 

 ・今、自分がしていること 

・教員にしてほしいこと 

を伝えるよう促す。 

 

 

 

 

 

【生徒同士の確認・相談】 

★枚数が多くて詰まり気味な生徒には、他の人

へ声をかけるよう促す 

午前からの続きのため、なし 

午前からの続きのため、なし 



まとめ 

 

３０分 

1４：２5 

○片付け・掃除・手

洗い 

○日誌記入 

○振り返り 

 

1４：４0 

○納品 

 

 

○整列 

 

 

 

〇挨拶 

・製品・ミシン・裁縫箱の片付け 

・掃除 

 作業台の水拭き、床モップ、ゴミ捨て、掃除機 

・手洗い 

・日誌記入（本日の作業メモ）→教員に確認 

 

・保健室へ行き、納品する 

「1 年家庭総合科です。ぞうきんが50 枚完成したので、納

品に来ました」 

 

整列し、日直の司会で反省を行う 

・本日の学習内容を振り返る 

・次時の予定を確認する 

日直が終了の挨拶をする。 

 

挨拶をして退室する 

★裁縫箱は確認してから、教師に確認を依頼す

る。 

 

◆日誌・iPad・筆記用具 

▶週目標の反省は金曜日に行う。 

 

 

 

生徒名 目標 （上段：今期、下段：本単元） 評価 

１ 作業の指示やきまりを守ることができる 

→工程ごとの質問・報告に自分から来ることができる 

 

・質問・報告に自分から来ることができた。 

２ 作業の指示やきまりを守ることができる 

→工程ごとの質問・報告に自分から来ることができる 

体調不良のため欠席 

３ 作業に使う機械などの名称、操作の仕方を知り、安全に正しく扱

うことができる。 

→機械使用前に必ず確認・報告することができる 

 

 

・確認と報告を忘れずにすることができた。 

４ 作業の指示やきまりを守ることができる 

→工程ごとの質問・報告に自分から来ることができる 

 

・質問・報告に自分から来ることができた。 

 



2024/12/5
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▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

現場実習までの予定①

始業式

オリ
ビルクリ

縫製

3年生
決意
発表会

（体育館）

縫製終日作業に
むけて
現場実習目
標決め(ク)

ビルクリ

縫製

事前訪問
準備(G)

事前
訪問
(G)

事前訪問振り返
り(G)

縫製

終日作業に
向けて(ク)

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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現場実習までの予定②

縫製 縫製
終日作業振り返

り(ク)

決意発表会
準備(G)

縫製

決意発表会
準備(G)

決意発表
会

準備(G)

決意発表
会

(体育館)

最終確認(G)

縫製

終日作業について

▪学校内で、1日作業をする練習をします
▪家庭総合科は、縫工室に出勤します

▪給食と昼休み以外は、縫工室や作業場所ですごします

▪午前の休けいは、トイレや水分、体を休めるためのものです

▪自由時間ではありません

終日作業について日程

▪ 8:30 出勤(縫工室)
▪ 日誌確認

▪ 8:45 整列・作業開始
▪ (10時半ころ休けい)
▪ 12:10 整列・反省

▪ 13:15 整列・作業開始
▪ 14:50 そうじ
▪ 15:00 日誌記入
▪ 15:10 整列・反省
▪ 15:20 退勤

8:30 出勤
8:45 開始

休けい

給食・休けい

14:50 そうじ
15:20 退勤

ビルクリビルクリ

ビルクリビルクリ

縫製縫製

作業内容
ビルクリ 廊下そうじ
縫製 ぞうきんの裁断とアイロンかけ

作業内容
ビルクリ 廊下そうじ
縫製 ぞうきんの裁断とアイロンかけ

持ちもの
筆記用具
ジャージ・エプロン(給食用)
必要な人は汗ふきタオルやインナーの替え

(タンクトップやキャミソールなど)

９月２日（月）９月２日（月）
8:30 出勤
8:45 開始

休けい

給食・休けい

14:50 そうじ
15:20 退勤

縫製縫製

作業内容
縫製 ぞうきんのまち針どめ、ミシン

作業内容
縫製 ぞうきんのまち針どめ、ミシン

持ちもの
筆記用具
ジャージ・エプロン(給食用)
必要な人は汗ふきタオルやインナーの替え

(タンクトップやキャミソールなど)

９月９日（月）・９月１０日（火）９月９日（月）・９月１０日（火）

縫製縫製

縫製縫製

▪

▪
▪
▪
▪
▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

10 11 12

13 14 15

16 17 18
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▪

▪

▪

▪

▪

▪

２学期の予定 ２学期の予定

学校祭

展示
即売会

19 20 21

22 23 24


